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   第 1 章 財務及び会計 

 財務及び会計 

1 会計学とは 
⑴ 財務諸表（決算書） 
  企業は株主や債権者などに一定期間の経営成績と一定時点の財政状態を明ら

かにするために、決算書を作成する（通常は年１回）。この決算書を「財務諸表」

という。財務諸表のうち主要なものは「損益計算書」と「貸借対照表」である。 

 

期首 会計期間 期末(決算日) 
     

     

   

 

 

 

 

⑵ 損益計算書と貸借対照表 
ア 損益計算書（P/L︓Profit and Loss Statement） 

   損益計算書とは、１会計期間に獲得した成果である「収益」から、収益を

獲得するための犠牲である「費用」を差し引いて、もうけである「当期純利

益」を表示するものである。 
 

 損 益 計 算 書  

 費  用 
収  益 

 

差額で求める 当期純利益 

 

損益計算書：１会計期間の経営成績

（いくらもうかったか） 

貸借対照表：期末日の財政状態 

（プラスの財産とマイナスの財産） 

売上高 

受取利息 

受取手数料など 

売上原価・給料 

広告宣伝費 

支払利息など 




